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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract
　The　Miocene　strata　in　the　Nachola　area，northem　Kenya　have　yielded　many　hominoid　fossils　which　are　important　for

the　study　ofhominid　evolution．The　JointJapan－Kenya　team　has　conducted　palaeontological　excavations　at　Nachola　since

1982and　has　collected　abundant　fossil　faum，especially　of／Vα6hol岬∫∫h8c麗s，a　hominoid　oftheκεn』yαp∫∫h8c況s　group．

　梅cholα卿h8c配s　fossilswerefoundat15sites　in　athinhorizoninthe　lowestpa質（15Ma）ofthe　Middle　Miocene　Aka

AiteputhFomation，scatteredoveranoutcropareaof13km×3㎞．Thefossiliferousstrata肛ecoveredbythickbasalt
lava　flows．Clastic　sedimentary　rocks　at　representative　fossil　sites　BG－K　and　BG－I　are　volcaniclastic　and　have　been

subdivided　into　at　least10units，totaling　about13m　maximum　thickness．Most　of　the　clastic　sediments　are
characteristically　poorly　sorted　and＆re　matrix　supported　with　pyroclastic　matrix　and　pumice（less　than2cm　in　diameter）．

They　were　mainly　derived　from　a　lahar，except　for　some　units　fo㎜ed　by　flood　or　pyroclastic　flow．Pyroclastic　materials

include　volcanic　glass，anorthoclase　and　aegirine　augite　derived　from　phonolitic　trachyte．The／Vαcholαpi∫hεc配s　fossils　are

well　preserved，and　many　ofthe　skeletal　p＆rts　are　in　connection，especially　at　the　site　BG－K

　The　hominoids　seem　to　have　been　buried　alive，similar　to　the　situation　that　occurred　on　November13th，1985，at

Amlero　town，Colombia．Excavated　fossils　comprise　many　individuals　of　various　age　groups（infants　to　aged　adults　of

both　sexes）which　may　allow　us　to　launch　a　new　field　ofstudy，“palaeo－primate　sociology”，which　will　throw　light　on　the

population　structure　of　Nαcholαρ∫∫hθc配s　groups．

は　じ　め　に

　1985年11月13日夜，南米コロンビアの活火山ネバドデ

ルルイスで大噴火が起こった．マグマ，サージ，火砕流の熱

によって氷や雪が溶かされ，ラハール（火山泥流）となって

麓にあるアルメロの街を襲った．夜中であったこともあり，
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23000人以上の人々が泥流に飲み込まれ亡くなった（下鶴ほ

か編，1995）．大半の遺体の収容は不可能と判断され，共同

墓地として泥流堆積物の中に眠っている．

　1982年，石田英実を隊長とする日本一ケニア合同隊によっ

て北ケニア，バラゴイ西方のナチョラで1個の大型類人猿の

臼歯の化石が発見された（lshida，1984）．その後，この大型

類人猿の化石が続々と発見され，学名ナチョラピテクスと命

名され，ケニアピテクス類の新種とされた（Nakatsukasaeta1．，

1998；Ishid＆eta1．，1999）．ナチョラピテクスの年代はこれを

含む地層を挟む溶岩のK－Ar年代から15Maとされた（ltaya

andSawada，1987；SawadaetaL，1998）．ナチョラピテクスは

サンプルヒルズで発見された9．5Maの大型類人猿化石，サ

ンブルピテクス（lshidaandPickford，1997）とともに，人類へ

と続く系統上にあると考えられ，人類進化を明らかにする上

で極めて重要な化石である．ナチョラピテクスやサンブルピ

テクスを含む地層中には多種多様な脊椎動物化石が含まれ

（Nakaya　et　al．，1984，1987；Pickford　et　aL，1984；Kunimatsu，

1997），また脊椎動物の足跡化石も見られる（中野ほか，
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第1図　サンプルヒルズの位置図
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2001）．ナチョラピテクスとサンブルピテクスの発掘と地質

調査は一時期中断はあったものの2001年に至るまで続いて

おり，大きな成果をあげている．成果の中でも，とりわけ13

km×3kmの範囲内の15個所に及ぶサイトから，成獣，未

成獣を含む多数のナチョラピテクスの化石が発見されている

ことである．化石は中期中新世のものとしては保存状態も良

く，これらの化石から群れの構成がわかれば，人類に至る重

要な大型類人猿（ヒト上科）の社会の解明にも繋がり，「古霊

長類社会学」ともいうべき新たな分野の先駆けともなる．

　本論文では，保存状態の良いナチョラピテクス化石がなぜ

群れで産出するのかという点に焦点をあて，ナチョラピテク

スを含む地層，アカアイテパス累層中の化石産出層の記載を

行い，多種・多量の動・植物群がラハール（火山泥流）によっ

て生きたまま埋もれた可能性について指摘する．

地形・地質概説

　報告地域はケニア・リフトの北部，ツルカナ湖の南端から

南へ約44～74kmに位置する（第1図）．ベースキャンプの

あるナチョラはバラゴイの西方約12kmに位置する（第2

図）．日本一ケニア合同プロジェクトの主たる調査地域はリ

フトの東側，ショルダーからフランクにあたる東西約22km，

南北約30kmの範囲である（第2図）．

　地形的に見ると本報告地域周辺は次の4つに区分される

（Baker，1963）（第2図）．1）エルバルタ平原（ElBartaPlains），

2）サンプルヒルズ（SamburuHills），3）ティルティル台地と

エムルアキリム台地（TirrTirrandEmuruAkirimPlateaux），4）

スグタバレー（SugutaValley）．1）はバラゴイ川の広大な集

水域にあたり，末期原生代モザンビーク帯の分布域である．

盆地状の平坦面の標高は1200－1400mである．2）は主とし

て新第三紀の火山岩類，堆積岩類の分布域である．標高は調

査地域では1200mから600mへとスグタバレーに向かって

階段状に下がっていくが，南方にあたる中期中新世の火山岩

類から構成される台地は標高1500－1600mに達する．3）は鮮

新世の火山岩によって覆われる標高1200m前後の台地であ

る．4）はリフトダラーベンであり，標高は320－380mで，第

四紀の厚い堆積物に覆われ，また，第四紀の火山群が南北に

連なる．

　上部新生界の基盤岩類は末期原生代モザンビーク帯の片麻

岩，角閃岩，変塩基性岩，ミグマタイト，花崗岩である．大

局的にみて片状構造はNNE－SSW走向を示し，リフトの主

断層にほぼ平行である．サンプルヒルズの新第三系は下位か

らナチョラ（Nachola）累層，アカアイテパス（AkaAiteputh）

累層，ナムルングレ（Namumngule）累層，コンギア（Kongia）

累層，及びティルティル（TirrTirr）累層に区分される

（Makinouchi　et　aL，1984；Sawada　et　aL，1987；1998）（第3，4

図）．

　1．ナチョラ累層

　ナチョラ累層は新第三系最下部で，末期原生代モザンビー

ク帯構成岩を不整合に覆うか，または断層でそれらと接する．

ナチョラ累層は最下部はモザンビーク帯構成岩由来の円礫岩

層からなり，上位に向かって円礫岩を含むアルコース質砂岩，

玄武岩溶岩（組成的には玄武岩，ベイサナイト，ハワイアイ

ト，ミュージアライト），溶結凝灰岩を含むトラカイト質火

砕岩，堆積岩，ホノライトートラカイトの溶岩からなり，最

大層厚は200mである．一般に層相と層厚は変化に富む．K

－Ar全岩年代は下部の玄武岩が18－19Ma，中部の溶結凝灰

岩が17－18Ma，上部のホノライトートラカイトが15＿16Ma

である（ltayaandSawada，1987）．

　ナチョラ累層最上部のホノライト質トラカイトと同様の溶

岩，溶結凝灰岩を含む火砕岩はサンプルヒルズ南方から南東

方（Lopet台地）にかけて広く分布する（第2図）．

　2．アカアイテパス累層

　アカアイテパス累層と下位のナチョラ累層の境界は広域的

に発達するホノライト質トラカイトとその上位の玄武岩の

間，即ちナチョラ地域では主要な火山活動がホノライト質ト

ラカイトから玄武岩質へと変化する時点とした．

　アカアイテパス累層はナチョラ地域からサンプルヒルズ全

域にかけて広く分布し，報告地域北東部では基盤のモザン

ビーク帯を不整合に覆うか，断層で接する．アカアイテパス

累層はナチョラ累層との間には堆積や火山活動の時間的

ギャップはなく，また，構造的なギャップもない．

　本累層は多量の玄武岩溶岩を主とするが，他にソーダライ

トトラカイト，トラカイト，溶結凝灰岩を含む火砕岩，堆積

岩を含み，大きく3つの部層に分けられる．下部層は層厚約

200mで，玄武岩溶岩を主とするが，ナチョラ地域では砕屑

岩を伴う．サンプルヒルズでは少なくとも13枚の玄武岩溶

岩流が識別されている（Makinouchietal．，1984）．ナチョラ地

域における詳細は事項で述べる．バラゴイ川流域の下部層に

は溶結凝灰岩を含むトラカイト質火山礫凝灰岩層が挟在され

る．これはレンガ色を呈し，ナチョラ累層上部の火砕岩に類
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第2図　北部ケニア・リフトの地質図と地形区分（Key，1987から引用）．図中の実線で囲った範囲Aは第3図の範囲を示す．

似する．中部層はソーダライトトラカイトと無斑晶質トラカ

イト溶岩，溶結凝灰岩を含むトラカイト質火砕岩層を挟在す

る玄武岩溶岩からなる．特に玄武岩溶岩は中部層上部で卓越

する．トラカイト溶岩と同質火砕岩の最大層厚は110m，玄

武岩層は170mである．上部層は玄武岩溶岩と多種多様な

堆積岩からなり，最大層厚は90mである．いくつかの地点

ではクリンカーが火山円礫岩に漸移するところもある．堆積

岩は礫岩，砂岩，シルト岩，火山円礫岩，珪質石灰岩，チャー

ト（陸成珪質蒸発岩）である．アカアイテパス累層最上部は

玄武岩溶岩，風化した玄武岩起源堆積物が卓越し，それらに

炭酸塩岩層やチャート層が挟在される．

　本累層のK－Ar全岩年代は最下部の玄武岩が15．O　Ma，中
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第3図　ナチョラーサンブルヒルズ地域の地質図（Sawadaetal．，1998に一部加筆）．図中の実線で囲った範囲Bは第4図の
　範囲を示す．

ないが，サンプルヒルズの60km南，マララル西方リフト

ショルダー，Lerochi台地には9．4Maや9．1Maの年代を示す

ホノライト，トラカイト，玄武岩が直径約30kmの範囲に

亘って分布する（Key，1987）（第2図）．

　コンギア累層は主にリフトショルダーのスグタバレー寄り

に主断層に沿って広く分布する．下位のナムルングレ累層と

それ以下の累層を明瞭な斜交不整合で覆っている．ごく一部

の玄武岩溶岩は主断層から東側に約30km離れた地域にナ

チョラ累層を覆って分布する．最大層厚は約400mで，主

として玄武岩溶岩からなるが，最下部層準には礫岩，砂岩層

を，中部層準には凝灰岩層を伴う．溶岩のK－Ar全岩年代は

73－5．3Maを示す（Baker，1963；ItayaandSawada，1987；Tatsumi

andKimura，1991；Sawadaetal．，1998）．ナチョラ地域におい

て，ナチョラ累層やモザンビーク帯を覆って玄武岩溶岩が小

規模に分布する．

　ティルティル累層はリフトショルダーに位置するティル

ティル台地を構成する．下位のコンギア累層を斜交不整合で

覆う．最下部には数m～10数mのトラカイト質凝灰岩層，

部のソーダライト・トラカイトと玄武岩が14．9－14．1Ma，上

部は12．7－9．9Maである（ltaya　and　Sawada，1987；Tatsumi　and

Kimura，1991；Sawada　et　al．，1998）．

　ナムルングレ累層は下位のアカアイテパス累層を不整合に

覆う．ナカポレテラド川とサンブルピテクス産出地点である

サイト22への枝沢の合流地点では，アカアイテパス累層最

上部の風化した玄武岩起源堆積岩層をナムルングレ累層最下

部の厚さ30cm前後の白色のトラカイト質凝灰岩が覆い，そ

れをさらに土石流堆積岩層が覆う．ナムルングレ累層は最大

層厚200mで，砕屑岩層を主とし，下部と中部層準には最

大層厚が約30mに達するレンガ色を呈する不淘汰礫層（土

石流堆積物）を，中部層準には炭化木片を伴う厚さ2m前後

の軽石火山礫凝灰岩（軽石流堆積物）を伴う．また，数cm～

10数cmの白色凝灰岩層や軽石層も挟在される．砕屑岩相の

詳細な記載はTateishi（1987）によってなされている．軽石の

K－Arサニディン年代は9．47±0．22Ma，9．57±0．22Maであ

る（Sawadaetal．，1998）．

　サンプルヒルズのナムルングレ累層中には溶岩は認められ
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第4図　ナチョラーサンブルヒルズ地域の層序，年代，ナチョ

　ラピテクスとサンブルピテクス産出層準，およびテクトニ
　クス（SawadaetaL、1998を・部修［E〉

ンビーク帯しに分布する小規模な’r頂火山体からなる．スグ

タバレーの北ノ∫と南方には完新世も含む第四紀の火山が広く

分布する．玄武岩のK－Ar全岩年代は2．0－0．l　Maである（ha胆

and　Sawada，19871Tatsumi　and　Kimura，1991）．

　地質構造については以ドのようにまとめられる．リフトの

1三断層から東方へ約15km以L離れた地域のナチョラ累層

とアカアイテパス累層ド部の走向はNE－SW，傾斜は10。一

15。Nw傾斜が卓越する．サンプルヒルズではナチョラ累層

i1部とアカアイテパス累層の走向はリフトの主断層の方向，

即ちN－S～NNE－SSWにほぼ’r行し，　・般に傾斜は10。一

30。Wであるが，局所的には40。Wの急傾斜を示す所もあ

る．ナムルングレ累層最ド部の構造はド位のアカアイテパス

累層と同じである．しかし，ド部からL位に向かって，断層

落差が異なるところがあり，また，断層で接するアカアイテ

パス累層とナムルングレ累層最ド部をナムルングレ累層ド部

層が覆うところもあるなど，ナムルングレ累層の堆積作川と

断層運動が同時に進行したことを物語っている．一一一般にナム

ルングレ累層は著しく擾乱されている．コンギア累層の下底

面，即ちアカアイテパス累層やナムルングレ累層との接触面

は’1え坦であり，ナムルングレ累層堆積以降に平坦面が形成さ

れたことを示している．コンギア累層の一4般走向はNNE－

SSWで，10。前後で西に傾斜する．ティルティル累層も

般走向はNNE－sswであるが，傾斜は緩く4。以ドで西に傾

斜する．

　リフトのL断層の走向はNNE－SSWで，リフトショルダー

に当たるサンプルヒルズとリフトダラーベンであるスグタバ

レーとの間は落差380mに達する断層崖となっている．

般に一1三断層からリフトショルダーの2kmの範囲はシンセ

チック断層が発達し，それより東側ではアンチセチック断層

が卓越する（Makinouchi　etal．，1986）．ただし，確認できる断

層の中には断層面が垂直のものも多い．断層面の走向は主断

層に平行する．サンプルヒルズ中のナムルングレ累層および

そのド位の断層の落差は最大で約70mである．コンギア累

層とティルティル累層中にもi三断層と同じ走向をもつ断層が

発達するが，断層落差はナムルングレ累層およびそのド位層，

コンギア累層，ティルティル累層中の断層の順に減少する．

リフトダラーベン中の第四紀シンダーコーン中にも断層が発

達する．

軽石凝灰岩が見られるが，それよりし位では玄武宕をしとし，

ベンモライトートラカイトを伴う（Kabetoet紋1．，2001）．最大

層P，｛は180mである．K－Ar全岩年代は4．1－3、6Maである

（Baker，1963：ltaya　and　Sawada，19871Tatsumi　and　Kimura，

1991）．

　更新統は河岸段丘礫層，河川堆積物，リフトダラーベンを

埋積する砕屑物，珪藻L，玄武岩からなる．河岸段丘礫層の

・部は1三断層から約2（〕km東へ離れた地点で，バラゴイ川

の現河床から130m高い位置にも分布する．玄武岩はスグ

タバレー中央部にリフトのi三断層に’r行ずるNNE－SSW方

向の単成火山群と，ii断層から約30km東ノ∫に離れたモザ

ナチョラピテクスを含む中部中新統：アカアイテパス累層

　報告地域の北東にあたるナチョラピテクスを含む新第’三系

分布域の縁辺部，アカアイテパス累層ド部にあたる．この地

域の地質図を第5図に示した．この地域のアカアイテパス累

層ド部は4つのユニットに区分される（Sawadaetal．，1987）．

ユニット1と3は堆積岩・火砕岩からなり，ユニット2と4

は主として玄武岩の溶岩からなる．

　ユニット1は厚さ5－15mの凝灰質シルト岩と礫岩層を部

分的に伴う粗粒一中粗砂岩層からなる．サイトBG－Sでは砕

屑岩層はL方細粒化が認められ，珪化木や脊椎動物化石が含

まれる。BG－Nでは凝灰質シルト岩中に脊椎動物化石が含ま
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第5図　ナチョラ地域の地質図とナチョラピテクス産出サイト（赤丸）．地質図はlshidaetal．（1994）から引川．



沢田順弘　中山勝博・実吉玄貴　山中淳之・国松　豊・中務真人・中野良彦

　辻川　寛・清水大輔・高野　智・荻原直道・MartinPickford・石田英実 19

れる．

　ユニット2は無斑晶質玄武岩溶岩とそれに挟在される堆積

岩の薄層からなる．堆積岩は凝灰質粗粒砂岩，中粒一細粒砂

岩，シルト岩から構成され，凝灰質岩相中には珪化木や脊椎

動物化石が産する（BG－M）．

　ユニット3はナチョラピテクスを含む層準で，もっとも重

要な地層の一つである．この層は少なくとも幅4km，長さ

l　l　kmに亘って追跡できる（第5図）．詳細は次項で述べる．

　ユニット4はアンカラマイトを含む玄武岩を主とし，最大

層厚30mの溶結凝灰署を含む凝灰岩と，凝灰質砂岩を主と

し，凝灰質シルト岩を伴う砕屑岩が挟在される．

ナチョラピテクスを含む地層

　アカアイテパス累層下部中で2001年までにナチョラピテ

クスが発見されたサイトは第5図で示したBG－D，G，H，1，

K，L，N，0，R，X，Z，9，12，13，14（BGはバラゴイサイト

の意味）の15サイトである．ここでは代表的な発掘サイト

であるBG－KとBG－1における地層について報告する．BG－

Kの柱状図と露頭写真をそれぞれ第6図と第7図に，BG－1

の柱状図を第8図に示した．BG－Kで発掘されたナチョラピ

テクスの骨格は第9図に示した．

　サイトBG－Kにおいて，ナチョラピテクスを含む堆積岩

は厚さ約7m以上の玄武岩溶岩によって覆われている．堆

積岩の下限は露出していない．全層厚は8．2m＋である．地

層の詳細な記載は第6図中に示したが，まとめると以ドの通

りである．（1）堆積相ユニットとしては10に区分される．（2）

全般に軽石や火山灰等の火山砕屑物を含む．（3）軽石の径は

最大2cm，礫の径は最大1cmで，それらより粗粒なものは

含まれない．（4）ユニット1，6，7，8，9，10には炭酸塩の濃

集層が見られる。（5）ユニット2，3，4の一1二部にはチャート

や珪質泥岩が発達する．（6）ユニット5，9の最ヒ部の泥￥、1に

は細かなクラックが発達する．（7）ユニット2のみ，軽石は

含むものの他のユニットとは異なり，淘汰の良い細粒砂岩と

粘■L岩の互層で，砂岩中にはリップルが認められる．（8）ナ

チョラピテクスはユニット6のチャート中に産する．

　サイトBG－1においてもBG－Kと同様に厚さ30mに及ぶ

玄武岩溶岩に覆われる．溶岩の下底には厚さ30－40cmのク

リンカーが伴われることがある，この柱状図で示された最ド

部より約2m下のwadiの底にはナチョラ累層最上部のア

ノーソクレースの巨晶を含むトラカイトが露出している．露

出している堆積岩の全層厚は12．8mであり，10の堆積相ユ

ニットに区分される（第8図）．BG－Kと同様，いずれのユ

ニットも軽石や火山灰等の火山砕屑物を多量に含む．ユニッ

ト1，3，6，8は類似しており，いずれも不定方向の軽石（径

2－1（〕mm）を含む火山礫凝灰岩である．ユニット2，4，5，9

は凝灰質砂岩～泥岩，凝灰岩である．ユニット4にはリップ

ル部が認められる．ユニット4と9の最上部には細かなク

ラックが見られる．ユニット5の下部はBG－Kにおいてナ

チョラピテクスを含む層に類似したチャートであり，この柱

状図を作成した露頭に近接したサイトのチャート層からナ

玄武岩溶岩

ユニット10
（泥流）

ユニット9
（泥流）

ユニット8
（泥流）

ユニット7
（泥流）

ユニット6
（泥流）

ユニット5
（泥流〉

ユニット4
（泥流）

ユニット3
（泥流）

ユニット2
（洪水流）

ユニット1
（泥流）

玄武岩溶岩、最下部は発泡している

硬化した泥質の充填物あり

＜一一一一一最上部は上位の玄武岩溶岩の

　砂質泥岩熱のため硬化している所あり

　　　不淘汰泥質砂礫岩、固結度は弱
　　　い、最下部には炭酸塩譲葉層
～一砂礫混じり泥岩、クラックが発達

磯上
　　　砂・礫混じりの不淘汰泥岩、
　　　磯（軽石、玄武岩）は定配位なし、

　　　最大φ1cm

　　　　　レンズ状炭酸塩濃集層
　　＜一一一一一　（下位ユニットの最上部）
’ζ’ζ■ζ＼中粒軽石質砂質泥岩～泥質砂岩

　　　　　簸下部は炭酸塩鴻業層

　　　　　砂混じりの塊状泥岩

　　　　炭酸壇物質の析出部
　　　　　泥岩、下位のものより砂質少ない、
　　　　　　クラックが多い

　　　　　塊状砂質泥岩、最下部は炭酸塩濃桑酒
　　　淘汰の良い泥岩
　　転一』レンズ状泥質砂岩、中粒の軽石を含む

　　　　チャート（ナチョラピテクスを産する）

　　　　　　砂混じり泥岩、上位に向かって
　　　　　　淘汰が良くなる

←一一一薄いレンズ状の白色岩層

　　　泥岩（淘汰良し）、所々に葉片状の粘土岩

　　　軽石混じり泥岩、場所により軽石偏在、上部は軽石なし

　　　極粗粒砂岩～粗粒砂岩（基質は凝灰質泥）、淘汰悪い、
　　　　不定配位の軽石（φ：2mm、最大2cm）含む

　　　塊状珪質泥岩、planeラミナあり

　　　細粒砂岩～泥岩、軽石含む

所
］
I
I
I
」丁
　
礫
サ
イ
ズ

　
砂
サ
イ
ズ

　
泥
サ
イ
ズ

細粒砂岩（淘汰悪い）

軽石（φ：2・3mm）含む

中粒砂岩（淘汰悪い）、軽石（φ：1mm）含む

細粒砂岩（淘汰良く、rippbあり）
と粘土岩の互層

細粒砂岩（淘汰良く、rlppleあり）

と粘土岩の互層、軽石（φ：2・3mm）含む

凝灰質泥岩、軽石（φ：2－3mm）含む

炭酸塩ノジュールを含む泥岩

塊状泥岩、軽石は少ない

第6図　ナチョラピテクス産出サイトBG－Kの柱状図

チョラピテクスが発見されている．ユニット7は凝灰質中粒

砂岩と火山礫凝灰岩の2－3cmオーダーの■1i1層である．ユ

ニット10は軽石や長石の結晶（自形のものが多い）を含む火

山礫凝灰岩である．長石の量は上部に向かって減少する．

　これらの堆積岩中の軽石を含む火山砕屑物はアルカリ長石

（アノーソクレース）や緑色の多色性を示すエジリンオージャ

イト（X’＝黄緑色，Z’＝緑色）を特徴的に含み，岩質的には

ナチョラ累層最上部のホノライト質トラカイトに類似する．

ナチョラピテクスは如何にして化石となったか？

　ナチョラ地域の中新統中・下部の堆積岩はナチョラ累層と

アカアイテパス累層下部に見られるが，ナチョラ累層最ド部

中のものは基盤の末期原生代モザンビーク帯由来の砕屑物か

らなり，火山砕屑物は含まれない．…方，アカアイテパス累

層では最ド部の砂岩層を除いて火山砕屑物が卓越する．また，
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第7図　サイトBG－Kの露頭と発掘現場．写真Aの矢印から上が玄武岩溶岩．
　玄武岩溶岩は保存用の・部を除いて取り除かれている．

B～DはAの同じ場所であるが，堆積岩を覆っている
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下位と同じ、ただし、

結晶粒は明らかに少ない

下位と同じ、ただし、結晶粒少ない、

不明瞭な層理

火山礫凝灰岩、2－10mm大の軽石、
1－2mm大の長石結晶、

2mm大の黒色岩片あり

＿塊状砂質泥岩、粗粒一中粒軽石や
　　　　長石結晶粒含む、細かく割れる

軽石混じりの凝灰岩泥岩、

φ1－10mm大の不定方向
の軽石を多く含む

ユニット6
（泥流）

ユニット5
（泥流）

ユニット4
（泥流）
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火山礫凝灰岩、φ2－10mm大
の白色軽石を不定方向に含む

凝灰質中粒砂岩と火山礫凝灰岩

（φ5mm大）の2－3cmオーダー
の互層

1m

ユニット3
（泥流）
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（泥流）

ユニット1
（泥流？）
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火山礫凝灰岩、φ2－10mm大
の白色軽石を不定方向に含む

凝灰質泥岩、φ1－8mmの
不淘汰軽石を含む所あり

’」搬．

一チャート、化石含有層
　　　　　凝灰質泥岩、粗粒軽石を含む、

　　　　　細かなクラックあり

　　　　　凝灰質泥岩、rippled　partあり、

　　　　　7－10cmの塊状泥岩に

　　　　　φ1－3mm、最大3cmの
　　　　　軽石濃集層をレンズ状に挟在。
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火山礫凝灰岩、不定方向の

軽石φ2－10mm大が目立っ

中一細粒凝灰質砂岩、所々に

5－6mmの軽石の濃集した
葉理あり

火山礫凝灰岩、φ2－10mm大
の白色軽石を不定方向に含む

第8図　ナチョラピテクス産出サイトBG－1の柱状図

溶結凝灰岩を含む凝灰岩も見られる．ナチョラピテクス化石

はすべてアカアイテパス累層下部層準から発見され，母岩は

BG－NとBG－Oを除くと，凝灰質砕屑岩である．BG－Kのユ

ニット2とBG－1のユニット7と10を除く堆積物の特徴は

分級が悪く，基質支持で，径が2cm以上の粗粒砕屑物はな

く，構成物のほとんどが火山砕屑物であることから，1ahar（ラ

ハール），もっと細分すると火山泥流によって形成された堆

積物と結論できる．

　火砕岩の構成物には基盤由来の離溶組織をもつカリ長石は

なく，また風化に強い石英も少ない．現在，リフトフランク

の東側はエルバルタ平原と呼ばれるモザンビーク帯の岩石が

広く分布する地域である．無論，現在の地形は1500万年前
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第9図　サイトBG－Kで発掘されたナチョラピテクス（KNM
　－BG35250）の骨格（中務・石田原図）．網目部が発見され
　ている部分．

のものと異なるが，ナチョラ累層下部中の砕屑岩にはモザン

ビーク帯由来の岩片や鉱物が多く含まれることから，ナチョ

ラ累層下部堆積時には現在と同じように後背地にモザンビー

ク帯の岩石が広く露出していたものと推定される．しかし，

ナチョラ累層最上部からアカアイテパス累層最下部にかけて

は，基盤由来の砕屑物は極めて少なく，火山砕屑物が卓越す

ることから，この後背地をトラカイト質火山砕屑物が広く（厚

く）覆うようになったと考えられる．玄武岩溶岩が化石産出

層準の地層を挟んでいることから，近場では玄武岩の活動が

あったが，化石産出層準の地層中の火山性砕屑岩
（volcaniclasticrocks）はトラカイト質である．ナチョラ地域

の南方，Lapet台地を中心にして15Ma前後のトラカイト溶

岩や火砕流堆積物が広く分布している（第2図）ことから，こ

の地域が給源の可能性が高い．

　重要な化石発掘サイトであるBG－Kと1などでは（第6，8

図），堆積ユニット（BG－Kのユニット6と9，BG－1のユニッ

ト5と9）の最上部の凝灰質泥岩にクラックが発達すること

がある．これらは古土壌の可能性も完全には否定できないが，

マッドクラック（乾痕）の可能性が高く，火山泥流のフロー

ユニットの最上部と考えるのが妥当である．

　これらのことから次のようなシナリオが描かれる．

　（1）ナチョラ地域では，火山活動はナチョラ累層最上部に

　　見られるホノライト質トラカイトから玄武岩の活動へと

　　変化したが，他の地域ではホノライト質トラカイトの活

　　動が続いていた．現在の中期中新世のホノライト質トラ

　　カイトの分布から考えて，給源の候補地として最も有力

　　なのはLapet台地を中心とした地域である（第2図）．

　（2）アカアイテパス累層最下部中の軽石堆積物（軽石流堆

　　積物）やトラカイト質溶結凝灰岩の存在から，ホノライ

　　ト質トラカイトの活動による火砕流はナチョラ地域にも

　　達していた．

（3）アカアイテパス累層最下部の堆積岩中にはモザンビー

　ク帯由来の砕屑物が極めて少ないことから，現在はモザ

　ンビーク帯の岩石が分布するエルバルタ平原にはホノラ

　イト質トラカイト由来の軽石や火山灰が広く覆っていた

　と考えられる．

（4）降雨の結果，多量の火山砕屑物を含む泥流が発生した．

　15Ma頃の気候条件はよく解らないが，炭酸塩の濃集層

　が認められることから，蒸発が著しい環境ではあったろ

　う．しかし，現在でも著しい乾燥気候下にあるが，時と

　して幅約100mに及ぶバラゴイ川に濁流が押し寄せる

　ほどの降雨もある．9．5Ma前後のナムルングレ累層中

　には厚さが14mに達するような大規模な土石流堆積物

　が2層準認められる（Tateishi，1987，中山ほか，本研究

　報告）ことから，想像を絶するような降雨もありうる．

（5）比較的保存状態の良い動物群が，広い範囲で，かつ限

　られた層準に産出することは，泥流が生物を襲い，多く

　は生きたままそれに埋もれたことを物語っている．ナ

　チョラピテクスをはじめとして多くの動物群を死に追い

　やった火山泥流は，火山噴火に伴われる噴煙の上昇に

　よって，上空の湿気を帯びた大気が刺激され，多量の雨

　が降り，それによって発生した可能性が高い．

（6）BG－Xのケニアピテクス産出層準には多量の珪化木が

　含まれている（Suzuki，1987）．普段は水が流れていない

　現在のバラゴイ川でもそうであるが，川に沿っては木々

　が立ち並び，草が茂り，多数の動物が棲息する生活の場

　である．しかし，川は常に泥流や土石流の通路となる危

　険性も孕んでいる．ナチョラピテクスを含む地層は少な

　くとも13km×3kmの範囲内の限られた層準に産出す

　ることから，泥流は川沿いのみならず，氾濫原のような

　ところまで流出したと考えられる．

お　わ　り　に

　この論文では人類進化を明らかにする上で極めて重要な位

置を占める15Maのナチョラピテクスがなぜ限られた層準

に，多量に産出するのかについて一つの仮説を提起した．化

石は比較的保存がよく（第9図），また，成獣から幼年個体

に至るまで，個体が識別できることからそれらを総括するこ

とによって，群れを認識し，人類に至る過程にあると考えら

れる大型類人猿のグループとその構成の識別が可能かもしれ

ない．これはプロジェクト・リーダーである石田英実によっ

て提起されている「古霊長類社会学」とも言える重要な概念

の提起にも繋がるものである．ここでの議論は，不充分なも

のではあるが，今後，更なる発掘，野外調査，室内研究によっ

て多方面からのより詳細な記載を行い，それに基づく綿密な

議論が期待される．

　本論文の第2著者である中山勝博氏は堆積学的研究とタホ

ノミーの専門家として1998年以来，ナチョラーサンブルヒ

ルズで地質調査にあたってきた．この論文はその成果の一部

を含むものである．残念なことに彼は本年（2001年）8月30

日，北ケニアでの調査を終えてナイロビに帰る途中，不慮の
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自動車事故で帰らぬ人となった．北ケニアの後期新生代の地

層の堆積学的研究とタホノミーはこれからの課題を追究する

上で大変重要であることから，そのキーパーソンとしての彼

を失ったことは大きな痛手であった．彼がアフリカで果たそ

うとした地質学的な夢の実現は遅れるが，彼の情熱を胸の奥

に秘めて少しでも前進することを誓って筆を置こう．
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